
映画 
『プリズン・サークル』 

  
（坂上香監督／2019／136分） 

 

   O M U    大阪公立大学人権問題研究センター 

RCHR第11回シネマde人権 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「島根あさひ社会復帰促進センター」は、官民協働の新しい刑務所。警備や職業訓練などを民間 
が担い、ドアの施錠や食事の搬送は自動化され、 ICタグと CCTV カメラが受刑者を監視する。
しかし、その真の新しさは、受刑者同士の対話をベースに犯罪の原因を探り、更生を促す「TC 

（Therapeutic Community=回復共同体）」というプログラムを日本で唯一導入している点に 
ある。なぜ自分は今ここにいるのか、いかにして償うのか？ 彼らが向き合うのは、犯した罪だ 
けではない。幼い頃に経験した貧困、いじめ、虐待、差別などの記憶。痛み、悲しみ、恥辱や怒 
りといった感情。そして、それらを表現する言葉を獲得していく…。 
（映画『プリズン・サークル』公式 HP prison-circle.comより） 
 
映画を通して、差別や暴力の影響や回復を支えるコミュニティのあり方について考えてみたいと思いま
す。 
 

（大阪大学大学院人間科学研究科 特任講師） 

話題提供：坂東 希 さん 

お問い合わせはセンターまでhttps://www.omu.ac.jp/orp/rchr/contact/  
 
                                    
                                    
 

無料 

1月２7日（土）13 時 ～ 17 時 
    13：00 挨拶 

    13：10 ～ 15：30 第一部 映画上映会 

    15：45 ～ 17：00 第二部 トークイベント 

大阪公立大学 文化交流センター ホール 

大阪駅前第 2ビル 6階 大阪市北区梅田 1丁目 2-2-600 

定員 120名 先着順 空きがあれば当日来場でも参加できます 

 

 




